
議事録 

第４回 田無小学校運営協議会（発言者ごとの要点記録） 

日時：令和５年 11月 21 日（火）15 時 30 分～17時 00 分 

場所：田無小学校ランチルーム 

出席：委員９名、学校関係者４名、市関係者１名 

欠席：實川委員 

司会より 

・委員 10名中９名の出席により本会議は成立 

・配布資料確認 

次第１ 校長挨拶 

 11 月２日、150 周年式典を無事終えることができた。手前みそではあるが、６年生の児童の姿

が立派であった。このような子供たちが育っていく田無小であり続けなければと改めて思った。

これからも支えていっていただきたい。 

 学習発表会では、ふるさと探究学習で学んだことをもとに、劇やプレゼンテーションを用いて

発表する。 

 今日の議題は、前期の学校評価や次年度に向けて話し合いが中心になる。 

次第２ 第３回議事録について 

 第３回学校運営協議会の議事録について内容を確認 ⇒ 承認 

 今後ホームページ等で公開していく。 

次第３ 前期学校評価について 

 評価基準表（資料参照）にそって学校評価を進めている。 

 改善点や今後の取り組みについて 

朝学習については時差登校の影響が大きく、80％程度達成率である。３学期に向けて取り組み

を充実させていく。 

 「相手を認め、自分を大切にする子」については、目標値 95％に対して 90％の達成率である。

日常的に互いのよい部分を発見し合えるよう、工夫して指導を続けていく。 

 体力向上の取り組みについては、きちんと実施できているものの、体力が向上したという実感

を得ている家庭が少ない。取り組みの成果を家庭へ伝えていく工夫をしていく。 

 ふるさと探究学習の実施については、80％未満であるが、年度末までには、全学級取り組む予

定である。 

 学校への相談がしやすい環境であるかについては達成率が 85％である。個人面談の設定やスク

ールカウンセラーとの連携の仕方を工夫し、学校へ相談しやすい環境を整えていく。 

次第４ これまでの教育活動について 

 周年行事では、６年生がたくさんの来賓の方々に驚いていたが、たくさんの方々に支えられて

いることに気付くことができた。 

 ５年生のふるさと探究学習では、自治会会長、児童館館長、社会教育課職員にご協力いただい

た。 

 ６年生のふるさと探究学習では、おやじの会の方々にご協力いただき、職業紹介を実施した。

子どもたちにとって、自分の将来についてしっかりと考えるよい機会になった。 

 登下校の見守りについて。９月に学域内で不審者が出たことから、人通りが少ないエリアを重

点的に取り組んでいる。安全面だけでなく、子供たちの挨拶、地域とのコミュニケーションな

ど様々な効果があった。 



次第５ 今年度後半の教育活動について 

 150 周年関連行事として、12 月 18 日に記念集会を実施する。代表委員会が中心となり、内容を

考えている。PTA にご協力いただき、バルーンリリースも実施する。 

 子供フェスティバルを開催する。コロナの影響で控えていたが、代表委員会から 150 周年を記

念して、開催したい声が上がった。学校側の計画では実施する予定ではなかったが、子どもた

ちの主体的な活動から実施することになった。 

 ３学期には、１月、２月と学校公開日を設けている。通常の授業に加え、１月は食育に関する

授業、２月は道徳の授業を公開する。 

 卒業式には来賓を招待する予定。短縮版ではあるが、呼びかけも再開する。 

次第６ 次年度に向けて 

 地域コーディネーターより次年度の予算要望について説明。内容は資料参照。 

 次年度から、学校運営協議会として予算を執行し実績を残すことで、要望できる額を増やして

いきたい。 

 けやき小の育成会で防犯パトロール取り組みを行った際、腕章は意外とつけづらいという声が

あった。買い物ついでに見守るなら「防犯」や「学校名」の入ったエコバックがよいのではな

いか。 

 防犯については、田無警察署管内で不審者情報が複数あるので取り組むべきだと思う。 

 あいさつ運動を通して地域の人が声をかけることで、子供たちがたくさんの方々に見守られて

いることに気付くことができるのでは。 

 育成かしわ会に市の危機管理課から１２月のパトロール依頼がきている。おやじの会などと連

携して取り組んでいけるか、可能性を探っていきたい。今あるパトロール（かしわ会）にいろ

いろな団体から少しずつでも参加できると取り組みやすいのでは。 

 おやじの会として取り組んでいきたいことはたくさんある。学校運営協議会や学校を通して、

地域全体がつながっていきたい。 

 腕章はカバンにつけておくことで効果的であった実践があった。無理をしないことが長く続け

ていくためのポイントである。 

 警察とも三和会で夜回り（パトロール）をしていたことがあった。地域のために復活すること

ができればと考えている。 

 防犯について、保護者で参加したいと考えている方々も多い。仕事があってできないという方

があるが、日常（通勤、買い物など）からみんなで見守っていく体制づくりができればよい。 

 見守っているという明確な目印があるとよい。 

 腕章と呼ばず、どこにでもつけられるような物があるとよいのでは。 

 地域とつながりたいと思っている方々はいる。パトロール等に参加することで、つながりを作

れるのでは。地域のお祭り、イベントにたくさんの方が参加できるようにもなる。 

 まずは、学校や地域が安全であることが重要である。来年度の大きな柱が「安心・安全」では

ないか。 

 安全に関する取り組みは、次年度の見通しが持ちやすい。 

次第７ 事務連絡 

 次回の会議は令和６年１月２３日（火）15時 30 分からを予定している。 

 詳細は改めて通知する。第４回の議事録を同封するので確認をしていただく。 

以上で第４回田無小学校運営協議会を終了する。 

 


